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概      要 

 

 

 

 

 本研究開発では、高精細な動画像を含むマルチメディアの大容量伝送

を便利に、安価に、格差無く国民各層にサービスすることができる新世代

無線通信システムの早期実現を目的とし、携帯機器の無線通信用アンテ

ナの高性能化に関する研究開発を行います。特に第４世代移動通信と次

世代無線ＬＡＮシステムへの適用をターゲットとします。携帯機器に要求さ

れる低消費電力・小型・低コスト、３次元モビリティ、周囲の物理的・電波

伝搬的環境変化への適応、人体への優しさを課題とし、以下のサブテー

マに分けて研究開発を進めます。  

【サブテーマ】 

① デバイスの開発 

② アンテナ・高周波回路の開発 

③ 制御方式・アルゴリズムの開発 

④ 実証実験装置の開発 
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・干渉波抑圧 
・ダイバーシチ 
・フェージング対策 
・利得向上 
・人体等の接近による 
アンテナ利得の劣化補償 

・時空間信号処理 
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第 4 世代移動通信基地局 


